
 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザーズ・マニュアル 

 

 

＜コンテンツ作成編＞ 

Revision: 1.95 

 

 

 

ノイアンドコンピューティング株式会社 

 



 

Neu&Computing Inc.(C)2010             2 

 

 

変更履歴 

Changes from 1.94 to 1.95                               2012-04-02 

    *) [6.ページ分割]に注意点を追記 

 

Changes from 1.93 to 1.94                               2012-03-29 

    *) [11-2 CSSパースエラー時の対応]の記述を変更 

     

Changes from 1.92 to 1.93                               2012-03-12 

    *) [4. 出力切替]に注意点を追記 

 

Changes from 1.91 to 1.92                               2011-11-15 

    *) [9-5 PC (その他の端末)]の文言を修正 

 

Changes from 1.89 to 1.91                               2011-11-11 

    *) [4. 出力切替]の文言を変更 

 

Changes from 1.86 to 1.89                               2011-09-05 

    *) [4-3 条件式の例]の誤記を削除 

 

Changes from 1.85 to 1.86                               2011-07-14 

    *) [1-5 画像]のプログレッシブ JPEGの注意事項を削除 

    *) [6.ページ分割]の追記 

    *) [11-1 POSTデータの文字コード]に追記 

    *) [11-2 CSSパースエラー時の対応]を変更 

 

Changes from 1.83 to 1.84                               2011-06-03 

    *) [1 変換対象コンテンツの仕様]に注意事項を追記 

    *) [1-5 画像]に注意事項を追記 

 

Changes from 1.72 to 1.83                               2011-02-21 

    *) [2-9 パラメータを付加しない指定]の追記 

 

Changes from 1.71 to 1.72                               2010-12-08 

    *) 参照サイト URLの変更 

 



 

Neu&Computing Inc.(C)2010             3 

 

Changes from 1.54 to 1.71                               2010-09-22 

    *) [5-4 ベーシック変換機能 OFF]設定方法の変更 

    *) [5-5-(1) ulリストの識別子の非表示。]の変換ルールの変更 

    *) [5-5-(4) テーブル一段組み変換]の変換ルールの変更 

    *) [5-5-(5) 埋め込み Objectの削除]を追加 

    *) [5-6 レイアウト変換の内容]メソッドの追加 

       anchor_list, strip_id, strip_class, strip_id_class 

    *) title_list メソッドのバグ fix 

    *) alt_menu メソッドの注意事項修正 

 

Changes from 1.00 to 1.53                               2010-03-01 

    *) 初期リリース版 
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1. 変換対象コンテンツの仕様 

 

エリクサー・ユニバーサル (以下「エリクサー」とします) はパソコンや携帯向けに 

作成されたWebコンテンツを、様々な端末に合わせて変換します。 

また、主な変換対象コンテンツとして画像コンテンツと XHTML/HTMLコンテンツ (以 

下「HTMLコンテンツ」とします) があります。広い意味で CSSも HTMLコンテンツに 

含まれます。 

 

* 端末の不具合により正常に表示されないケースがございます。 

* {付録 B. 参考資料} に各種資料や出典を記載しています。 

  こちらも合わせてご覧下さい。 

 

1-1 マークアップ言語 

PC用コンテンツ 

XHTML1.0 Transitional、HTML4.01 Transitional 

フレーム (XHTML1.0 Frameset、HTML4.01 Frameset) には対応していません。 

 

携帯用コンテンツ 

iモード対応 XHTML2.3、iモード対応 HTML (いわゆる CHTML)。 

これらが非整形式のコンテンツであっても、HTML Tidy が整形式に変換します。 

参考: HTML Tidyの処理例 

  http://tidy.sourceforge.net/docs/Overview.html 

言語の将来性を考慮し、コンテンツ新規作成時には XHTMLをお勧めします。 

 

1-2 文字コード 

UTF-8、Shift_JIS、EUC-JP 

 

1-3 絵文字 

docomoの絵文字に対応します。 

  ・Unicodeのテキスト入力 

  ・Shift_JISのテキスト入力 

  ・Shift_JISのバイナリコード入力 

詳細は NTTドコモの「作ろう iモードコンテンツ」を参照して下さい。 
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1-4 CSS 

以下の記述に準拠しています。 

(1) CSS level 2.1 

(2) i-CSS (iモード対応 XHTML用の CSS) 

    ・インライン (style属性) 記述方式 

    ・内部参照 (疑似クラスのみ) 記述方式 

(3) 外部参照 (外部 CSS) ファイル読み込み 

    外部 CSS (@importや<link type="text/css" href="..."/>での読み込み) 非対応 

    機種の場合エリクサーが自動的に読み込みます。 

 

* CSSのmedia記述が無いか、mediaが allまたはアクセスしたデバイスが対応している 

  mediaの場合のみ処理を行います。その他の mediaが指定された場合は削除されます。 

* 全ての機種において、CSS をインライン(style="")に展開します。 

 

1-5 画像 

GIF (アニメーション GIFを含む)、JPEG、PNG 
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2. 画像変換パラメータ 

 

エリクサーは、内部に持つ端末仕様のデータベース (以下「端末プロファイル」とし 

ます) とHTMLコンテンツ内の画像ファイルを元に各端末に合った画像を出力します。 

また、HTTP URLクエリのパラメータ (以下「URIパラメータ」または単に「パラメー 

タ」とします) も指定できます。 

 

2-1 出力自動調整方法 

以下の情報を元に自動調整を行います。 

  ・端末でサポートされている画像形式 

    ・端末でサポートされている画像形式が元画像形式と異なる場合は、端末でサポー 

      トされている画像形式に変換。 

    ・元画像形式が端末でサポートされている画像形式の場合は画像形式変換はしま 

      せん。 

  == 端末でサポートされている場合は == 

  ・端末ブラウザの横幅 (端末デバイスの横幅ではありません) 

  ・端末のキャッシュサイズ 

  ・画像の横幅 

  ・画像の色深度 

  ・画像 (imgダク) が tableタグ内であれば、テーブル系タグ (table,tr,th,td) の 

    width 

 

結果以下の調整を行います。 

  ・画像の縦横幅 (アスペクト比固定) 

  ・画質 (色深度。JPEGの場合は圧縮率も) 

 

2-2 パラメータ指定内容 

自動調整に加え、URIにパラメータを指定して調整内容を変更することができます。 

  ・画像の横幅 (パーセント、ピクセル指定) 

  ・画像のファイルサイズ (変換サイズ上限指定) 
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  ・画像を待ち受け画像 (壁紙) に指定 

 

  図 2-1. 待ち受け画像指定 デフォルト (OFF) と 1 (ON) の違い 

 

  ・待ち受け画像の余白背景色 

 

  図 2-2. 待ち受け画像の余白背景色 デフォルト (黒) と 0000ff (青) の様子 

 

  ・画像の無変換指定 

 

2-3 画像の横幅指定 

横幅 (width) を指定します。 

 

URIパラメータ名 

  elx_w 

 

(1) ピクセル指定 

横幅をピクセル数で指定します。 



 

Neu&Computing Inc.(C)2010             10 

 

 

記述例 (180px) 

  <img src ="image.jpg?elx_w=180"> 

 

* elx は "ELiXir" に由来します。 

 

(2) パーセント指定 

画像の横幅を各端末ブラウザの横幅に対してパーセンテージで指定します。 

 

記述例 (80%) 

  <img src="image.jpg?elx_w=80P"> 

 

* "P" の指定が必要になります 

* アスペクト (縦横) 比は固定のため、縦幅 (height) の指定は必要ありません。 

 

2-4 画像のファイルサイズ指定 

変換ファイルサイズの上限を指定したい場合等に使用します。サイズをバイト数で指 

定して下さい。端末プロファイルのキャッシュサイズを超えない範囲で調整して出力 

します。 

 

URIパラメータ名 

  elx_s 

 

記述例 (2000バイト) 

  <img src ="image.jpg?elx_s=2000"> 

 

2-5 待ち受け画像指定 

画像を待ち受け画像 (壁紙:Wall Paper) として指定します。 

elx_w/elx_s が指定されていた場合でも、端末プロファイルの待ち受け画像の縦横幅 

が適用されます。 

 

URIパラメータ名 

  elx_wp   (0:OFF, 1:ON) 

 

記述例 

  <img src="image.jpg?elx_wp=1"> 
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2-6 待ち受け画像の余白背景色指定 

画像を待ち受け画像にした時に余白ができる場合があります。その余白部分の色を指 

定することができます。 

 

URIパラメータ名 

  elx_wp_bg   (RGB 値 16進数表記。デフォルト黒:000000) 

 

記述例 (青 "0000ff") 

  <img src="image.jpg?elx_wp=1&amp;elx_wp_bg=0000ff"> 

 

* elx_wp=1の指定がない場合は無効になります。 

  シャープ # は指定しないで下さい。 

  red 等の色名表記も指定できません。 

  &amp; は & の文字実体参照です。(URIパラメータのデリミタ) 

 

2-7 画像の無変換指定 

あえて変換オリジナルの元コンテンツ を出力させたい場合に使用します。 

elx_w/elx_s が指定されていた場合でも、画像の縦横幅やファイルサイズの変換は行 

われません。 

 

URIパラメータ名 

  elx_nc   (0:OFF, 1:ON) 

記述例 

  <img src="image.jpg?elx_nc=1"> 

 

2-8 パラメータの名前指定 

URIパラメータ名にはデフォルトで "elx_" 接頭辞が付きますが、バーチャルホスト 

毎の Nginx 設定 (以下「バーチャルホスト設定」とします) で名前を変更することが 

できます。 

 

画像の横幅指定 

  elx_image_filter_width_param_name 

 

画像のファイルサイズ指定 

  elx_image_filter_size_param_name 
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待ち受け画像指定 

  elx_image_filter_wp_param_name 

 

待ち受け画像の余白背景色指定 

  elx_image_filter_wp_bg_color_param_name 

 

画像の無変換指定 

  elx_image_filter_noconv_param_name 

 

* 設定方法は{ユーザーズ・マニュアル 設定＆運用編} を参照して下さい 

 

2-9 パラメータを付加しない指定 

画像にパラメータを付けたくない場合は下記のように指定します。 

 

属性名 

elx_asis   (0:OFF, 1:ON) 

記述例 

  <img src="image.jpg" elx_asis="1"> 
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3. 画像コピー転送防止 

 

エリクサーは、著作権保護に関する機能として、コンテンツ利用者がサイトからダウ 

ンロードした画像に対して、メール添付等の利用による画像の端末外への取り出しを 

禁止することができます。コンテンツ利用者がダウンロードした画像を自由に配布し 

ないように制限したい場合等にご利用下さい。 

 

端末の種類 メール添付 データ転送 

docomo ○ ○ 

SoftBank ○ ○ 

au ○ ○ 

Smartphone × × 

PC × × 

表 3.1 各端末の種類に対するコピー転送防止機能対応表 

 

* 端末自体の制限により上記制限が有効とならない場合もあります。 

 

3-1 転送防止の指定方法 

バーチャルホスト設定に転送防止するURLのパス (ディレクトリ) を指定します。 

 

設定例 (複数のパスを指定) 

  elx_image_filter_copyright_path /nocopy_dir1 /nocopy_dir2; 

 

* 設定の詳細は {ユーザーズ・マニュアル 設定＆運用編} を参照して下さい。 

* "/" を指定すると、全てのパスに対して転送防止が実施されます。 
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4. 出力切替 

 

出力切替とは、端末の種類や機能仕様毎に変換出力するコンテンツの出力を切り 

分ける場合等、記述された条件式によりコンテンツの出力を切り替えることができる 

機能です。 

PCの場合、コンテンツを無変換で返します。PCに対して出力切替機能はご利用 

いただけませんのでご注意ください。 

 

4-1 出力切替の記述方法 

出力を切り分けたいコンテンツの外側に divタグを作成し、if 属性と output属性を記 

述します。if には条件式を、output には条件式にマッチした場合のコンテンツの動 

作 (yes:出力する、no:出力しない) を指定します。 

 

  <div if="条件式" output="yes"> 

    条件式にマッチした場合に表示したい内容 

  </div> 

  <div if="条件式" output="no"> 

    条件式にマッチした場合に表示したくない内容 

  </div> 

 

* 出力切替に使用された div タグ自体は削除して出力します。 

* if と outputはエリクサー独自の属性です。 

 

4-2 条件式の規則 

出力切替機能の条件式は W3C XPath 1.0 の 3章 "Expressions" 以降の記述規則 

と同じです。以下、http://www.w3.org/TR/xpath/#section-Expressions から要約し 

た EBNFによる表現です。 

-------------------------------------------------------------------------- 

 boolean-expression ::=  Expr | PrimaryExpr 

 Expr               ::=  OrExpr 

 PrimaryExpr        ::=  VariableReference 

                         | '(' Expr ')' 

                         | Literal 

                         | Number 
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                         | FunctionCall 

 OrExpr             ::=  AndExpr 

                         | OrExpr 'or' AndExpr 

 AndExpr            ::=  EqualityExpr 

                         | AndExpr 'and' EqualityExpr 

 EqualityExpr       ::=  RelationalExpr 

                         | EqualityExpr '=' RelationalExpr 

                         | EqualityExpr '!=' RelationalExpr 

 RelationalExpr     ::=  AdditiveExpr 

                         | RelationalExpr '<' AdditiveExpr 

                         | RelationalExpr '>' AdditiveExpr 

                         | RelationalExpr '<=' AdditiveExpr 

                         | RelationalExpr '>=' AdditiveExpr 

 AdditiveExpr       ::=   MultiplicativeExpr 

                         | AdditiveExpr '+' MultiplicativeExpr 

                         | AdditiveExpr '-' MultiplicativeExpr 

 MultiplicativeExpr ::=  UnaryExpr 

                         | MultiplicativeExpr MultiplyOperator UnaryExpr 

                         | MultiplicativeExpr 'div' UnaryExpr 

                         | MultiplicativeExpr 'mod' UnaryExpr 

 UnaryExpr          ::=  UnionExpr 

                         | '-' UnaryExpr 

 Literal            ::=  '"' [^"]* '"' 

                         | "'" [^']* "'" 

 Number             ::=  Digits ('.' Digits?)? 

                         | '.' Digits 

 Digits             ::=  [0-9]+ 

 Operator           ::=  OperatorName 

                         | MultiplyOperator 

                         | '+' | '-' | '=' | '!=' | '<' | '<=' | '>' | '>=' 

 OperatorName       ::=  'and' | 'or' | 'mod' | 'div' 

 MultiplyOperator   ::=  '*' 

 FunctionCall       ::=  Name '(' ( Argument ( ',' Argument )* )? ')' 

 Argument           ::=  Expr 

 VariableReference  ::=  '$' Name 

 NameStartChar      ::=  [A-Z] | "_" | [a-z] 
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 NameChar           ::=  NameStartChar | "-" | "." | [0-9] 

 Name               ::=  NameStartChar (NameChar)* 

-------------------------------------------------------------------------- 

 

4-3 条件式の例 

 

端末の種類 (キャリア) が docomo の場合に出力する 

  <div if="$elx_carrier='docomo'" output="yes"> 

 

端末の種類がスマートフォンの場合に出力しない 

  <div if="$elx_carrier='smartphone'" output="no"> 

 

端末の種類が Softbank または、au の場合に出力する 

  <div if="$elx_carrier='softbank' or $elx_carrier='au'" output="yes"> 

 

端末の種類が docomo で Flash Lite に対応している場合に出力する 

  <div if="$elx_carrier='docomo' and $elx_device_sw_flash_lite_enable='1'" 

output="yes"> 

 

端末の種類が docomo または au で Flash Lite に対応している場合に出力する 

  <div if="($elx_carrier='docomo' or $elx_carrier='au') and 

            $elx_device_sw_flash_lite_enable='1'" output="yes"> 

 

ブラウザの表示幅が 240px 以上の端末の場合に出力する 

  <div if="$elx_device_image_browser_width &gt;= '240'" output = "yes"> 

 

* &gt; と &lt; は比較演算子 > と < の文字実体参照です 

 

使用できる変数 

条件式では、リクエストされた端末のスペック (仕様) 情報を変数として使用するこ 

とができます。具体的な項目は、"{付録 B. 参考資料} 端末スペック通知項目一覧" 

を参照して下さい。 
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5. レイアウト変換 

 

エリクサーは、HTMLコンテンツに指定されたタグ (XMLの要素) とその子要素をひと 

つのブロック (Block) として捉え、レイアウト変換を行います。レイアウト変換を 

行う主な目的は、多種多様な PC用コンテンツを携帯コンテンツらしく表示するためで 

す。エリクサーではこの変換を行う処理単位をメソッド (Method) と呼び、必要なブ 

ロックに対して必要なメソッドを呼び出す方式を取ります。コンテンツの再配置を行 

う場合は出力したいブロックごとにメソッド"block"を指定します。 

 

また、指定して動くメソッドではなく、自動的に実行される基本処理をいくつか用意 

しており、これらをベーシック変換と呼びます。 

 

* 説明のためにコンテンツにインデントを付加していますが、パフォーマンス考慮に 

  より、実際の変換後コンテンツには付きません。 

* 説明に不必要と思われるタグや属性は HTMLコンテンツの妥当性を無視して省略して 

  います。 

 

5-1 ブロック指定方法の種類 

レイアウト変換を行うための特定のブロックを指定する方法は 2通りあります。 

  ・特定の属性にメソッドを指定する方法 

  ・メソッドごとに XPathを指定する方法 

 

5-2 特定の属性へのメソッド指定 

あるブロックに対してどのメソッドを対応させるのか、エリクサーに知らせるために 

特定の属性を使用します。その属性を決めるための方法をいくつか用意しています。 

 

  ・デフォルト属性名を使用する 

  ・コンテンツのmetaタグで指定する 

  ・設定ファイルに指定する 

 

(1) デフォルト属性名を使用する 

デフォルトの属性名として 4種類用意しています。 

 

  elxm, elxm1, elxm2, elxm3 
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* elxm は "ELiXir Method" に由来します。接頭辞にも使用しています 

 

(2) コンテンツのmetaタグで指定する 

headタグの子要素として、以下の様な metaタグを記述して下さい。 

カンマ区切りにより複数指定可能です。 

 

  <meta name="elxm_method_attrs" content="attr1,attr2,attr3"/> 

  <!-- name,contentへの指定はmetaタグとして妥当な記述方法 --> 

  ... 

  ... 

  <div attr1="method1" attr2="method2,method3" attr3="method4"> 

  ... 

 

また id、classの様な独自でない属性を指定することも可能です。 

 

  <meta name="elxm_method_attrs" content="id,class"/> 

  ... 

  ... 

  <div id="method1" class="method2"> 

  ... 

 

但し、エリクサー内部処理の制限はありませんが、この様な指定方法の場合、HTMLコ 

ンテンツとしての妥当性に注意する必要があります。 

例 

  id,class属性としてカンマの使用は妥当ではない。 

  id属性として同値の属性値を複数指定するのは妥当ではない。 

 

(3) 設定ファイルに指定する 

上記 (2) と同様の指定をバーチャルホスト設定ファイル中に設定することも可能で 

す。これによりデフォルト設定が変わり、metaタグへの記述は不要になります。 

 

設定例 

  xslt_stylesheet eug-block.elx elxm_method_attrs='myattr1,myattr2'; 

* 設定の詳細は {ユーザーズ・マニュアル 設定＆運用編} を参照して下さい。 
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5-3 メソッドごとの XPath指定 

バーチャルホスト設定に XPath を使用して柔軟にレイアウトのブロックを指定する 

ことができます。 

 

設定例 

id属性が "main" 直下の div タグにある画像に brタグを付加する 

  xslt_stylesheet eug-block.elx elxm_break_image='//@id="main"/h%3Adiv'; 

 

* "break_image" がメソッド名です。XPathで指定する時には、接頭辞 "elxm_" を付 

  けて下さい。 

 

  <div id="main"> 

    <div class="content"> 

      <span>text1</span><img src="content1.gif"/><b>text2</b> 

    </div> 

    <table> 

      <tr><td><img src="table.gif"/></td></tr> 

    </table> 

    <div class="content"> 

      <span>text3</span><img src="content2.gif"/><b>text4</b> 

    </div> 

  </div> 

 

* XPath内の %3A は XML名前空間を表す ":" コロンを示します。 

  コロンはNginxの設定上メタデータであるため、URLエンコードしてエスケープしま 

  す。また、名前空間 h は "http://www.w3.org/1999/xhtml" のエイリアスですが、 

  まだ実験的機能であるため、エイリアスを使用しています。近い将来、エイリアス 

  を廃止する予定です。 

 

5-4 ベーシック変換機能 OFF 

ベーシック変換は基本処理のためデフォルトで実行されますが、バーチャルホスト設 

定で機能を OFFにすることができます。 
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5-4-1 テーブル変換、objectタグ変換 OFF 

(1) objectのタグの変換を OFFにする場合。 

eug-embed_object.elx' の記述されている行をコメントアウト(行頭に'#')または削除。 

設定例 

  xslt_stylesheet eug-embed_object.elx; 

                 ↓ 

#  xslt_stylesheet eug-embed_object.elx; 

 

(2)テーブルの変換を OFFにする場合。 

eug-table_layout.elx' の記述されている行をコメントアウト(行頭に'#')または削除。 

 

*テーブル変換自体を OFFにする場合。 

設定例 

  xslt_stylesheet eug-table_layout.elx; 

      ↓ 

#  xslt_stylesheet eug-table_layout.elx; 

 

*個別のテーブルに対して変換を OFFにする場合。 

属性名'elxm_basic_table_layout'を値'0'で対象テーブル要素内に記述する。 

 

設定例 

<table elxm_basic_table_layout="0"> 

  <tr> 

    <td>table1</td> 

    <td>table2</td> 

  </tr> 

</table> 

 

5-4-2 その他のベーシック変換機能 OFF 

[ベーシック変換設定名]='0'を 'eug-basic.elx' に半角スペースを空けて記述する。 

複数指定する場合は、':'を間に入れる。 

 

設定例 

img タグの border="0" 付加機能と、imgタグのサイズ削除機能を OFFにする。 

  xslt_stylesheet eug-block.elx elxm_basic_hide_image_border='0': 

elxm_basic_strip_image_size='0'; 
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5-5 ベーシック変換の内容 

(1) ul リストの識別子の非表示。 

ulリストに type属性がない場合または、CSSで list-style-*が指定されていない場合。 

'list-style:none;'を追加する。 

バーチャルホスト設定名 

  elxm_basic_hide_list_style 

 

変換前 

  <ul> 

    <li>List 1</li> 

    <li>List 2</li> 

    <li>List 3</li> 

  </ul> 

 

変換後 

  <ul style="list-style:none;"> 

    <li>List 1</li> 

    <li>List 2</li> 

    <li>List 3</li> 

  </ul> 

 

 

(2) 画像境界線を隠す 

img タグに border="0" を追加する。すでに border 属性が存在する場合はその値を保 

持する。 

バーチャルホスト設定名 

  elxm_basic_hide_image_border 

 

変換前 

  <img src="image1.gif" alt="image1"/> 

  <img src="image2.jpg" alt="image2" border="10"/> 

 

変換後 

  <img src="image1.gif" alt="image1" border="0"/> 

  <img src="image2.jpg" alt="image2" border="10"/> 
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(3) 画像サイズ属性削除 

img タグの width、height属性及び、CSSインライン (style属性) 記述方式で指定され 

ている width、heightの削除。 

バーチャルホスト設定名 

  elxm_basic_strip_image_size 

 

 

変換前 

  <img src="image1.gif" alt="image1" width="100" height="50"/> 

  <img src="image2.jpg" alt="image2" style="width:100px;height:50px"/> 

 

変換後 

  <img src="image1.gif" alt="image1"/> 

  <img src="image2.jpg" alt="image2"/> 

 

(4) テーブル一段組み変換 

tableのセルの内容を div(初期値)タグで囲んで出力します。 

バーチャルホスト設定名 

  なし: 機能を OFFにしたい場合などは下記捕捉を参照してください。 

   

例 1 : 通常のテーブル変換 

変換前 

  <table> 

    <tr> 

      <td>Cell A</td> 

      <td>Cell B</td> 

    </tr> 

    <tr> 

      <td>Cell C</td> 

      <td>Cell D</td> 

    </tr> 

  </table> 

 

変換後 

  <div> 
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    <div>Cell A</div> 

    <div>Cell B</div> 

  </div> 

  <div> 

    <div>Cell C</div> 

    <div>Cell D</div> 

  </div> 

 

例 2 : 一行目が表の見出しになっている場合(thで書かれている場合) 

変換前 

  <table> 

    <tr> 

      <th>Cell A</th> 

      <th>Cell B</th> 

    </tr> 

    <tr> 

      <td>Cell C</td> 

      <td>Cell D</td> 

    </tr> 

  </table> 

 

 

変換後 

  <div>Cell A</div> 

  <div>Cell C</div> 

  <div>Cell B</div> 

  <div>Cell D</div> 

 

補足: 

(1)セルの内容を div 以外のタグで囲みたい場合 

バーチャルホスト設定の eug-table_layout.elx が記述されている設定行を以下のように 

変更してください。 

タグ名を省略した場合、タグには囲まれずセルの内容のみが出力されます。 

 

  別のタグで囲む場合 

  xslt_stylesheet /usr/local/elx/sbin/eug-table_layout.elx replace_element_name='タグ名
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'; 

 

  セルの内容のみ出力する場合 

  xslt_stylesheet /usr/local/elx/sbin/eug-table_layout.elx replace_element_name=''; 

 

(5) 埋め込み Objectの削除 

HTML内に記述されている Objectタグ及び Embedタグを以下の条件で削除します。 

 

条件 1：Objectタグに、端末がサポートしていない classidが指定されていた場合。 

条件 2：Embedタグに、端末がサポートしていない content-type が指定されていた場合。 

 

 

5-6 レイアウト変換の内容 

* {5-3 メソッドごとの XPath指定} で使用する時は、接頭辞 "elxm_" を付けて下さ 

  い。 

  例 (メソッド名が "method1" の場合) 

    elxm_method1 

 

(1) テキストメニュー 

メソッド名 

  text_menu 

 

動作 

  テキスト情報をメニューとして出力する。 

  以下のタグがあれば削除する。 

    img,object,applet,param,map,area,bgsound,embed,server 

  ul,ol系のリスト (ul,ol,li) を dl系 (dl,dt,dd) のリストに変換する。 

    ul,ol => dl 

    li => dd 

  dtを ddに変換して全体を ddに揃える。 

    dt => dd 

 

変換前 

  <div elxm="text_menu"> 

    <ul> 

      <li> 
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        <a href="page1.html"> 

          <img src="page1.gif"/><span>About page 1<span> 

        </a> 

      </li> 

      <li> 

        <a href="page2.html"> 

          <img src="page2.gif"/><span>About page 2<span> 

        </a> 

      </li> 

    </ul> 

  </div> 

 

変換後 

  <div elxm="text_menu"> 

    <dl> 

      <dd> 

        <a href="page1.html"> 

          <span>About page 1<span> 

        </a> 

      </dd> 

      <dd> 

        <a href="page2.html"> 

          <span>About page 2<span> 

        </a> 

      </dd> 

    </dl> 

  </div> 

 

* 変換箇所が分からなくならない様、変換時に参照した属性 (上記例なら elxm属性) 

  は変換後にも残しています。 

 

(2) 画像メニュー 

メソッド名 

  image_menu 

動作 

  画像情報をメニューとして出力する。アンカー (a) タグも残す。 
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  ul,ol系のリストを dl系に変換する。 

    ul,ol => dl 

    li => dd 

  dtを ddに変換して全体を ddに揃える。 

    dt => dd 

  その他 img,aタグでなければ削除する。 

 

 

変換前 

  <div elxm="image_menu"> 

    <ul> 

      <li> 

        <a href="page1.html"> 

          <img src="page1.gif"/><span>About page 1<span> 

        </a> 

      </li> 

      <li> 

        <a href="page2.html"> 

          <img src="page2.gif"/><span>About page 2<span> 

        </a> 

      </li> 

    </ul> 

  </div> 

 

 

変換後 

  <div elxm="image_menu"> 

    <dl> 

      <dd> 

        <a href="page1.html"> 

          <img src="page1.gif"/> 

        </a> 

      </dd> 

      <dd> 

        <a href="page2.html"> 

          <img src="page2.gif"/> 
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        </a> 

      </dd> 

    </dl> 

  </div> 

 

(3) メニュー 

メソッド名 

  menu 

動作 

  {(1) テキストメニュー} でも {(2) 画像メニュー} でもない 

  一般的なメニューとして出力する。 

  ul,ol系のリストを dl系に変換する。 

    ul,ol => dl 

    li => dd 

  dtを ddに変換して全体を ddに揃える。 

    dt => dd 

 

変換前 

  <div elxm="menu"> 

    <ul> 

      <li> 

        <a href="page1.html"> 

          <img src="page1.gif"/><span>About page 1<span> 

        </a> 

      </li> 

      <li> 

        <a href="page2.html"> 

          <img src="page2.gif"/><span>About page 2<span> 

        </a> 

      </li> 

    </ul> 

  </div> 

 

変換後 

  <div elxm="menu"> 

    <dl> 
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      <dd> 

        <a href="page1.html"> 

          <img src="page1.gif"/><span>About page 1<span> 

        </a> 

      </dd> 

      <dd> 

        <a href="page2.html"> 

          <img src="page2.gif"/><span>About page 2<span> 

        </a> 

      </dd> 

    </dl> 

  </div> 

 

(4) タイトルリスト 

メソッド名 

  title_list 

動作 

  タイトル付きのリストを出力する。 

  div を dlに変換する。 

    div => dl 

  h1から h6を dtに変換する。 

    h1-6 => dt 

  リストの子要素を ddに変換する。 

    li,dt,dd => dd 

  リストタグを削除する。 

    ul,ol,dl 

* 当メソッドの指定は、divタグに対して行って下さい。指定したタグの直下に h1-6 

  あるいはリスト(ul,ol,dl)系以外のタグが存在した場合の動作は確定できません。 

 

変換前 

  <div elxm="title_list"> 

    <h2>Title 1</h2> 

    <ul> 

      <li>List 1-1</li> 

      <li>List 1-2</li> 

    </ul> 
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    <h2>Title 2</h2> 

    <ul> 

      <li>List 2-1</li> 

      <li>List 2-2</li> 

    </ul> 

  </div> 

 

 

変換後 

  <dl elxm="title_list"> 

    <dt>Title 1</dt> 

    <dd>List 1-1</dd> 

    <dd>List 1-2</dd> 

    <dt>Title 2</dt> 

    <dd>List 2-1</dd> 

    <dd>List 2-2</dd> 

  </dl> 

 

(5) アンカーリスト 

メソッド名 

  anchor_list 

動作 

  アンカーをリスト化する。 

  div を dlに変換する。 

    div => dl 

  aがあれば ddで囲む。 

    a => ddで囲む 

  div,a以外(aの子要素を除く)のタグはすべて削除する。 

* 当メソッドの指定は、divタグに対して行って下さい。また変換後に dlタグが並ん 

  でしまう様な div の入れ子(親子)関係の場合の動作は確定できません。 

 

変換前 

  <div elxm="anchor_list"> 

    <ul> 

      <li> 

        <a href="page1.html"> 



 

Neu&Computing Inc.(C)2010             30 

 

          <img src="page1.gif"/><span>About page 1<span> 

        </a> 

      </li> 

      <li> 

        <a href="page2.html"> 

          <img src="page2.gif"/><span>About page 2<span> 

        </a> 

      </li> 

    </ul> 

    <ul> 

      <li> 

        <a href="page3.html"> 

          <img src="page3.gif"/><span>About page 3<span> 

        </a> 

      </li> 

    </ul> 

  </div> 

 

変換後 

  <dl elxm="anchor_list"> 

    <dd> 

      <a href="page1.html"> 

        <img src="page1.gif"/><span>About page 1<span> 

      </a> 

    </dd> 

    <dd> 

      <a href="page2.html"> 

        <img src="page2.gif"/><span>About page 2<span> 

      </a> 

    </dd> 

    <dd> 

      <a href="page3.html"> 

        <img src="page3.gif"/><span>About page 3<span> 

      </a> 

    </dd> 

  </dl> 
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(6) ALTメニュー 

メソッド名 

  alt_menu 

動作 

  img タグの alt属性値を抜き出してメニュー出力する。もし属性値に値がなければ、 

  src 属性よりファイル名を抜き出す ("[ファイル名]")。ファイル名の取得ができな 

  ければ、  "[画像]" とだけ出力する。 

* ベーシック変換の elxm_basic_list2dl {5-5 (1) リスト・to・DL} が機能 (デフォ 

  ルト ON) している場合は、ul,ol系のリストを dl系に変換します。 

  機能 OFFの場合でも {(3) メニュー} と組み合わせることでリストを変換できます。 

 

変換前 

  <div elxm="alt_menu"> 

    <ul> 

      <li> 

        <a href="page1.html"> 

          <img src="page1.gif" alt="Page 1"/> 

        </a> 

      </li> 

      <li> 

        <a href="page2.html"> 

          <img src="page2.gif" alt=""/> 

        </a> 

      </li> 

    </ul> 

  </div> 

 

変換後 

  <div elxm="alt_menu"> 

    <ul> 

      <li> 

        <a href="page1.html"> 

          Page 1 

        </a> 

      </li> 
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      <li> 

        <a href="page2.html"> 

          [page2.gif] 

        </a> 

      </li> 

    </ul> 

  </div> 

 

(7) 画像のみ出力 

メソッド名 

  only_image 

動作 

  img タグのみ出力する。 

 

変換前 

  <div elxm="only_image"> 

    <h3>Description 1</h3> 

    <a href="page1.html"><img src="page1.gif"/></a> 

    <span>Description 2</span> 

  </div> 

 

変換後 

  <div elxm="only_image"> 

    <img src="page1.gif"/> 

  </div> 

 

(8) 画像改行 

メソッド名 

  break_image 

動作 

  画像出力後に br タグを挿入する。 

 

変換前 

  <div elxm="only_image"> 

    <span>Description 1</span> 

    <img src="image1.gif"/> 
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    <span>Description 2</span> 

    <img src="image2.jpg"/> 

    <span>Description 3</span> 

  </div> 

 

変換後 

  <div elxm="title_list"> 

    <span>Description 1</span> 

    <img src="image1.gif"/><br style="clear:both"/> 

    <span>Description 2</span> 

    <img src="image2.jpg"/><br style="clear:both"/> 

    <span>Description 3</span> 

  </div> 

 

(9) ID Strip 

メソッド名 

  strip_id 

動作 

  ID属性を剥ぎ取る。 

 

(10) クラス Strip 

メソッド名 

  strip_class 

動作 

  クラス属性を剥ぎ取る。 

 

(11) ID,クラス Strip 

メソッド名 

  strip_id_class 

動作 

  IDとクラス属性を剥ぎ取る。 
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6. ページ分割 

 

ページ分割機能とは、変換後コンテンツが各端末のキャッシュサイズを超えると予想 

される場合、各端末のキャッシュサイズに収まるように自動でページを分割し出力す 

る機能です。 

 

6-1 詳細内容 

(1)タグの直前または直後で分割し、TEXTエレメントの途中や、 

form/object/embed/applet/script/select タグの中では分割しません。 

(2)ページ中の画像は変換後に適当なサイズ（ファイルサイズ）あるとして固定値で 

計算しています。nginx 設定にそれぞれの画像フォーマットの予想ファイルサイズを 

設定することが可能です。設定方法は[6-2-(2)予想ファイルサイズ設定]を参照して 

ください。 

(3)elx_wの値が 10px 以下の画像は計算から除外しています。 

(4)style属性中の画像は計算に含まれません。(背景画像など) 

(5)ページ分割時の次ページ前ページのリンクは設定で変更可能です（絵文字設定不 

可）。挿入するポイントはページの最下部（</body>の直前）。リンクの設定は 

[6-2-(3)リンクHTMLの設定]を参照してください。 

 

= 注意 = 

* 動的なページでページ分割されて最初にアクセスした時と次ページ前ページでアク 

セスされた時にページの内容が変っている場合は分割された 1ページ目が出力されま 

す。但し動的なページにも関らず Cache-Controlが no-cache以外の場合は、変換後の 

コンテンツがメモリキャッシュに保存されるので、上記の動作にはなりません。 

* エリクサーには、javascriptで動的に作成、追加されたエレメントなどのコンテン 

ツは判断できません。 

 

6-2 各種設定 

(1)ページ分割機能の ON/OFF 

説明 : ページ分割機能の ON/OFFを設定します。 

初期値: off (ページ分割機能無効) 

設定  : elx_split_page on; 
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(2)予想ファイルサイズ設定(単位：バイト) 

説明 : 各画像フォーマット毎の変換後の画像サイズの想定値(固定)を設定します。 

        この値を元にページ全体のサイズを計算します。 

初期値: jpeg  15000(byte) 

 gif   10000(byte) 

 png   30000(byte) 

 other 20000(byte) 

設定例: elx_split_page_img_jpeg_size 15000; 

 elx_split_page_img_gif_size 10000; 

 elx_split_page_img_png_size 30000; 

 elx_split_page_img_other_size 20000; 

(3)リンク HTMLの設定 

説明  : ページ分割時に作成されるリンク(前ページ｜次ページなど)のテンプレート 

を設定します。 

--- 

 %1$s : 次ページへのリンク 

 %2$s : 前ページへのリンク 

 %3$d : 現在のページ番号（1から始まる） 

 %4$d : 分割したページ数 

--- 

初 期 値 ： <div id="elx_split_page">[<a href="%2$s">%3$d</a>/<a 

href="%1$s">%4$d</a>]</div> 

設定例１： 

elx_split_page_link_html '<div id="elx_split_page">[<a href="%2$s">%3$d</a>/<a 

href="%1$s">%4$d</a>]</div>'; 

設定例２： 

elx_split_page_link_html '<div id="elx_split_page">[<a href="%2$s">prev</a>|<a 

href="%1$s">next</a>]%3$d/%4$d</div>'; 

= 注意 = 

* 文字コードは UTF-8。 

* 次ページと前ページへのリンク(HTTP)に"~"(チルダ)が含まれる場合、au端末では 

「ページは見つかりませんでした(404)」と表示されます。本現象は、auのプロキシ 

ーサーバの問題と思われます。HTTPS であれば現象は発生しません。 

 

その他設定についての詳細な説明は、"{付録 B. 参考資料}エリクサー設定項目一覧" をご参

照下さい。
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7. 端末スペック通知 

 

変換対象コンテンツ (以下「変換元コンテンツ」とします) を持つオリジンサーバ 

(以下「バックエンド」とします) に変換元コンテンツを取得する際に、アクセスし 

た端末のスペック (仕様) データを、HTTPリクエストヘッダに付加してリクエストを 

行います。バックエンドのWebサーバ側で受け取ったスペックデータに応じてアプリ 

ケーション側で送出するコンテンツをコントロールすることが可能です。 

 

7-1 通知する項目 

バーチャルホスト設定ファイル内に指定された項目を通知します。具体的な指定の方 

法及び、指定可能な項目については "{ユーザーズ・マニュアル 設定＆運用編} 

を参照して下さい。 

 

7-2 スペックの名称変更 

バーチャルホスト設定ファイル内に指定することにより、通知する項目の名称を変更 

することが可能です。具体的な指定の方法については {ユーザーズ・マニュアル 設 

定＆運用編} を参照して下さい。 
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8. キャッシュ制御 

 

8-1 キャッシュ機構 

変換元コンテンツのディスクキャッシュと、端末ごとに変換されたコンテンツのメモ 

リキャッシュの、2つのキャッシュ構造を持ちます。 

 

 

図 7-1. キャッシュ機構 

 

= 注意 = 

キャッシュ機構を正常に動作させるためには、エリクサーが動作しているマシンの時 

刻を ntp等を用いてバックエンドと共に正確にする必要があります。 

 

8-2 キャッシュを行いたい場合 

デフォルト設定では、キャッシュ (変換元コンテンツのキャッシュ、変換後コンテン 

ツのキャッシュ) を行いますので特に設定を行う必要はありません。 

 

8-3 キャッシュをさせない場合 

HTTP レスポンスヘッダの "Cache-Control" に "no-cache" を指定して下さい。 

"no-cache" が指定されている場合キャッシュは保存されません。よって、毎回元コ 

ンテンツを取得し、毎回変換処理を行ないます。 

 

= 注意 = 

CGI等の動的コンテンツの場合は、必ず "Cache-Control: no-cache" の HTTPヘッダを 

付加して下さい。 
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8-4 キャッシュ時間を指定する場合 

以下に説明する方法でキャッシュ時間を指定することができます。但し、HTTPヘッダ 

に"Cache-Control: no-cache" が指定されていた場合はこちらを優先するため、キャ 

ッシュされません。 

 

8-4-1 変換後コンテンツ(メモリキャッシュ)のキャッシュ時間指定 

キャッシュ時間の指定方法を優先順位の高い順に説明します。 

 

(1) "Expires" ヘッダを指定する 

"Expires" で指定された期限までキャッシュを保持します。 

 

(2) "Cache-Control" ヘッダに "max-age" を指定する。 

"max-age" で指定された時間内、キャッシュを保持します。 

 

(3) バーチャルホスト設定ファイルで指定する。 

指定されたキャッシュ残存時間までキャッシュを保持します。デフォルトは 3600秒 

(1時間) です。指定項目は以下の通りです。 

 

  elx_memcached_valid_sec 3600; 

 

補足 : 既にキャッシュ時間が指定されている場合でも、より優先順位の高い方法で 

キャッシュ時間が指定された場合、優先順位の高い方法のキャッシュ時間で上書きさ 

れます。 

例えば、(3)バーチャルホスト設定ファイルで 3600秒のキャッシュ時間を指定してい 

た場合でも、(2)の"max-age" で 30秒と指定された場合。キャッシュ時間は 30秒とな 

ります。 

 

8-4-2 変換元コンテンツ(ディスクキャッシュ)のキャッシュ時間指定 

以下にキャッシュ時間の指定方法を説明します。 

 

(1) "Expires" ヘッダを指定する 

"Expires" で指定された期限までキャッシュを保持します。 

 

(2) "Cache-Control" ヘッダに "max-age" を指定する。 

"max-age" で指定された時間内、キャッシュを保持します。 
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(3) バーチャルホスト設定ファイルで指定する。 

指定されたキャッシュ残存時間までキャッシュを保持します。デフォルトは 3600秒 

(1時間) です。指定項目は以下の通りです。 

 

  proxy_cache_valid 200 3600; 

 

"200" はバックエンドからの HTTPレスポンスのステータスコードの指定です。この例 

では、"200" で帰ってきた場合、3600秒(1時間)キャッシュを行います。 

 

(4)"nginx.conf" ファイルで指定する。 

最後にディスクキャッシュにリクエストが行われてから、指定された時間が経過する 

までキャッシュを保持します。デフォルトは 3600秒(1時間)です。指定項目は以下の 

通りです。 

 

 proxy_cache_path /var/elixir/cache/example.jp ..(省略).. inactive=3600; 

 

 

補足：変換元コンテンツのキャッシュ時間指定の場合、(1)と(2)の優先順位はありま 

せん、先に指定された値が優先されます。(3)は(1)、(2)の指定がなかった場合に有 

効になります。 
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9. 未対応端末の動作 

 

リクエストがあった際に HTTP ヘッダの User-Agent で端末の種別を判別し、端末プロフ

ァイルをもとに処理内容を決定します。未対応端末での動作は以下の通りです。 

 

9-1 対応している端末 

端末プロファイルに登録された端末は変換対象となり、端末種別、機種、キャリア 

(携帯電話の場合) に応じてコンテンツを変換して送出します。対応端末一覧につい 

ては "{付録 B. 参考資料} 対応端末一覧" を参照して下さい。 

 

9-2 対応していない端末 

3G 以前の旧携帯電話端末等、対応していない端末に対しても変換は行っていますが、 

動作保証はしておりません。また動作検証も行っておりません。 

 

9-3 未知の端末 (登録されていない端末) 

HTTPヘッダのUser-Agentから端末種別やキャリアが判断できる場合は、それらに応じ 

たデフォルト端末 (比較的新しい機種を参考にしたモデル端末) として変換を行いま 

す。 

 

9-4 携帯電話向け検索エンジンのクローラ 

端末プロファイルに登録されている携帯電話向けの検索エンジンは、携帯端末として 

処理します。現在登録されているクローラの情報は、"{付録 B. 参考資料}対応端末 

一覧" をご参照下さい。 

 

9-5 PC (その他の端末) 

HTTP ヘッダの User-Agent が端末プロファイルに定義されていない端末からのアクセス

の場合 PCと判断し、無変換で変換元コンテンツを送出します。 

 

* 但し、以下の設定を追加変更する事で、PC (その他の端末) で各変換部分の動作を 

  させる事が可能です。詳細な設定方法については、{ユーザーズ・マニュアル 設定 

  ＆運用編} を参照下さい。 

 

絵文字をエリクサー内部の代替画像へのリンクに変換 

  elx_emoji_filter_exclude_carrier ''; 
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変換元コンテンツのHTMLコンテンツの非妥当性を修正して変換 

  elx_tidy_exclude_carrier ''; 

 

変換元コンテンツの文字コードを変換 

  elx_codeconv_exclude_carrier ''; 

 

画像を URIパラメータで指定された幅/サイズに変換 

  elx_image_filter_exclude_carrier ''; 

 

変換後のコンテンツをメモリキャッシュにキャッシュする 

  elx_memcached_exclude_carrier ''; 
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10. PC ブラウザでの動作確認方法 

実機の端末ではなく、PC ブラウザを使って変換動作確認を行う方法は以下の通りです。 

通常、最終的な動作確認はあくまでも実機の端末で行いますので、以下参考情報とし 

てご活用下さい。 

 

10-1 確認ツール 

Firefox のUser-Agent指定機能等、User-Agentを偽りリクエストを行うことで動作を 

確認することができます。 

* UIDや端末固有番号や HTTPヘッダ等に関する動作は確認できませんが、端末スペッ 

ク通知でエリクサーからバックエンドの Webサーバに送出するエリクサー独自の HTTP 

ヘッダの確認はできます。 

 

10-2 変換後コンテンツの確認 

下記項目でコンテンツの変換の確認ができます。 

 

(1) DOCTYPE 宣言を確認する。 

端末の(大枠の)種類によって以下のように DOCTYPE 宣言が変換されます。 

 

  端末種類      DOCTYPE 宣言 

  docomo        i-XHTML 

  au            OPENWAVE 

  Softbank      J-PHONE 

  Smartphone    XHTML1.0 Transitional 

  PC            無変換 

 

(2) 絵文字変換の確認。 

端末の種類によって以下のように絵文字が変換されます。 

 

  端末種類      絵文字表現 

  docomo        Unicode の 16進数実体参照 (docomo用) 

  au            <img localsrc="nn"/> 

  Softbank      Unicodeの 16進数実体参照 (Softbank用) 

  Smartphone    代替絵文字画像 <img src="..."/> 

  PC            無変換 
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(3) 画像変換の確認。 

端末の種類によって以下のように画像が変換されます。 

 

  端末種類      画像変換 

  docomo        端末のブラウザサイズ及び、URIパラメータで指定された値での変 

                換。 

  au            docomo と同様 

  Softbank      docomo と同様 

  Smartphone    docomoと同様 

  PC            無変換 

 

(4) 端末スペック通知の確認。 

HTTPリクエストヘッダを表示させるスクリプトなどを記述することで確認できます。 

 

  端末種類      画像変換 

  docomo        X-ELX (デフォルト) から始まるHTTPヘッダとその値が確認できる。 

  au            docomo と同様 

  Softbank      docomo と同様 

  Smartphone    X-ELX (デフォルト) から始まる HTTP ヘッダとその値が確認できる。 

                但し、項目数が少ない場合があります。 

  PC            Smartphone と同様 
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11. その他コンテンツ作成時の注意事項 

 

11-1 POSTデータの文字コード 

初期状態ではエリクサーは POSTデータを透過します。そのため、下記の(1)か(2)の方 

法で POSTデータの文字コードを変換する必要があります。 

 

(1)バックエンドで対応する方法 

POSTされたデータの文字コード変換をバックエンドで行ってください。POST元のペー 

ジの送出コンテンツの文字コードは、端末スペック通知項目の"X-ELX-DEVICE-OUTPUT 

-ENCODING"の値を参考にして下さい。 

 

(2)エリクサーの設定で対応する方法 

POSTデータの Content-Typeが"application/x-www-form-urlencoded"の場合にかぎり、 

POSTデータを設定項目"elx_post_codeconv_charset"で指定した文字コードに変換しま 

す。バックエンドで使用されている文字コードを指定してください。ただし、POSTデ 

ータの Content-Typeが"multipart/form-data"の場合は、POSTデータを透過しますので 

ご注意ください。 

 

設定項目"elx_post_codeconv_charset"の詳細につきましては"{付録 B. 参考資料}エ 

リクサー設定項目一覧" をご参照下さい。 

 

※エリクサーは GETデータも透過しますが、GETデータを変換する機能はございません 

。この場合、methodを POSTに変更するか、バックエンドで端末スペック通知項目の"X 

-ELX-DEVICE-OUTPUT-ENCODING"の値を参考に対応してください。 
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11-2 CSSパースエラー時の対応 

CSS level 2.1に対応していない記述(いわゆる CSSハック等)をした場合、CSSのパース 

(構文解析)エラーが発生します。その対応方法を示します。 

 

  ・エラーの確認方法 

    error.log 内にエラー内容が記録されます。 

     

    2011/07/14 15:40:37 [error] ..(省略)..  

5:9:while parsing declaration: this char must be ':'...(省略) 

 

    内部参照 CSS を記述されていた場合は、コンテンツ内にも下記のようにエラーメッ 

    セージを出力します。 

    /* 

    ++ CSS PARSING ERROR ++ 

    5:9:while parsing declaration: this char must be ':' 

    */ 

     

  ・エラーの対処方法 

エラーメッセージの最初の数字がエラーが発生した行番号(元コンテンツ内)を示しま

す。よって、上記メッセージの例で言うと、CSS の 5 行目にパースエラーの原因が存

在すると思われます。実際の修正すべきエラー箇所については、どの様なエラーかに

依りますので、エラー原因箇所発見の手掛かりとして下さい。 
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付録 A. 独自の用語 

 

エリクサー 

  {1. 変換対象コンテンツの仕様} 参照 

 

HTMLコンテンツ 

  {1. 変換対象コンテンツの仕様} 参照 

 

端末プロファイル 

  {2. 画像変換パラメータ} 参照 

 

URIパラメータ、パラメータ 

  {2. 画像変換パラメータ} 参照 

 

テーブル系タグ 

  {2-1 出力自動調整方法} 参照 

 

バーチャルホスト設定 

  {2-8 パラメータの名前指定} 参照 

 

レイアウト変換、ブロック、メソッド、ベーシック変換 

  {5. レイアウト変換} 参照 

 

elxm 接頭辞 

  {5-2 特定の属性へのメソッド指定} 参照 

 

ul,ol系のリスト、dl系のリスト 

  {5-6 レイアウト変換の内容} 参照 

 

変換元コンテンツ 

  {6. 端末スペック通知} 参照 

 

バックエンド 

  {6. 端末スペック通知} 参照 
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付録 B. 参考資料 

 

HTML Tidy 

  http://tidy.sourceforge.net/ 

 

CSS level 2 

  http://www.w3.org/TR/CSS2/ 

 

XHTML1.0 

  http://www.w3.org/TR/xhtml1/ 

 

HTML4.01 

  http://www.w3.org/TR/html401/ 

 

ブロック要素/インライン要素 

  http://www.w3.org/TR/html401/struct/global.html#h-7.5.3 

 

XML 

  http://www.w3.org/TR/xml/ 

 

XSLT 

  http://www.w3.org/TR/xslt 

 

XPath 

  http://www.w3.org/TR/xpath/ 

 

XPath "3 Expressions" 

  http://www.w3.org/TR/xpath/#section-Expressions 

 

EBNF 

  Extended Backus-Naur Form 

  ISO-14977等も参考にしてください。 

 

HTTP/1.1 
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  RFC 2616 

 

NTTドコモ 「作ろう iモードコンテンツ」 

  ・iモード対応 XHTML 

  ・iモード対応HTML 

  ・絵文字 

  ・i-CSS 

 

Nginx (エリクサーがベースとしている HTTPサーバ) 

  http://nginx.org/ 

 

Nginx の設定情報 

  http://wiki.nginx.org/Main 

エリクサーに関するNginxの設定方法 

  {ユーザーズ・マニュアル 設定＆運用編} 

 

Firefox 

  http://mozilla.jp/firefox/ 

 

* これら URL参照先のページは変更、削除される場合があります。参照先が見つから 

  ない場合は、弊社エリクサー・カスタマサポートまでお問い合わせ下さい。 

 

弊社エリクサー製品技術資料 

  ・対応端末一覧 

  ・マークアップ言語変換ルール 

  ・絵文字変換ルール 

  ・端末スペック通知項目一覧 

  ・エリクサー設定項目一覧 

 

  http://elixir.neu.co.jp/support/information/ 

 

エリクサーのマニュアル 

  ・ユーザーズ・マニュアル 導入編 

  ・ユーザーズ・マニュアル 設定＆運用編 

  ・ユーザーズ・マニュアル コンテンツ作成編 (当マニュアル) 
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弊社エリクサー・カスタマサポートへのお問い合わせ 

電話からは 

 082-543-2800 (直通) 

メールからは 

 elixir@neu.co.jp 

 

 

免責事項 

当マニュアルに記載されている会社名、システム名、製品名は一般に各社の登録商標 

または商標です。 
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